
 

〇 令和６年度先進地視察研修結果 

 

（一社）長崎県漁港漁場協会では、例年、全国漁港漁場

大会参加を機に先進地視察研修を実施しております。 

今回、長崎県対馬、県北地区の漁業協同組合及び関係団

体のほか長崎県水産部及び地方機関、長崎市水産農林部、

対馬市農林水産部等に所属する 47 名が参加され、資源研究

所講堂において「海水温上昇に伴う漁業への影響」を主題

に講演会を受講しました。 

海洋環境の変化が魚類の分布に与える影響や黒潮大蛇行の状況、藻場の保全

への取り組みに係る３題の講演を通して、海水温上昇に係る漁業現場の懸念

や、地域の漁業・藻場保全の取り組みと抱える課題、研究ニーズなどについ

て、参加者間で活発な意見・情報の交換が行われました。 

 

１．日 時：令和 6 年 10 月 24 日（木）9：00～10：30 

２．場 所：神奈川県横浜市金沢区福浦 2-12-4 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 資源研究所 横浜庁舎 

３．テーマ 

① 海洋環境変化と魚類分布への影響            所  長 西 田   宏 氏 

② 黒潮大蛇行と漁海況                    海洋環境部 日 下   彰 氏 

③ 温暖化と藻場から見る沿岸の環境 沿岸生態システム部 藤野 くるみ 氏 

熱⼼に聞き⼊る参加者        ⽇下グループ⻑の講演（⿊潮蛇⾏） 

  

 

 

 

質問する植⽊美津島町⾼浜漁協⻑            藤野研究員の講演（磯焼け対策） 

⻄⽥所⻑の開会挨拶 



 

 

 

 

 

磯焼け対策を質問する⽝束ゆかり⽒         藤野研究員と⻄野所⻑ 

 

 

※ 本視察研修の模様は、水産資源研究所のホームページに掲載されました。 

（11 月１日付トピックス） 

 

 


